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図1　支援場面でのタブレット端末の活用可能性図 1 支援場面でのタブレット端末の活用可能性 
   図2　施設利用者のタブレット端末の活用可能性図 2 施設利用者のタブレット端末の活用可能性 
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図5　ICTを活用している領域図 5 ICT を活用している領域 
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支援を含み、コミュニケーションが重要であることや、
本人が理解できるような情報の伝え方や意思表示のた
めの物理的精神的支援も意思決定支援に含まれること
を考えれば、意思決定支援にICTの活用が期待されてい
ると考えられる。しかし、実際に施設のICT機器の整備
状況は、職員用のパソコンの導入以外はタブレットや
利用者が使えるICT機器の導入は非常に少なかった。さ
らに、ICTを活用している領域も、パソコンを使った支
援計画等の書類作成が主で、利用者とのコミュニケー
ションや、興味関心の拡大につながる余暇の場面での
活用は少なく、ICTをコミュニケーションに活用する期
待と実際のICTの利用領域は異なっていた。
ICTへの期待はあるものの、実際に利用者支援に活用
されていない理由について、まず、支援に活用できな
い理由では、支援者にとって難しいという理由が、そ
うではないことより多かった。大半の支援者は私的に
スマートホンを利用し、実生活で利便性の高さを実感
していると思われるが、利用方法は通話、検索、SNS、
写真などに限られていることが考えられる。支援者が、
もし自分が障害を持っていたらどのような利用の仕方
ができるかを考えることや、具体的に利用者の特性を
考えて活用できることを想像してみると、身近なスマー
トホンでできることも多いずである。利用者とICTをつ
なげていくには、まず支援者がICTの機能を理解して活
用できる必要がある。ICTは利用者には難しいという回
答も少なくなかったが、支援者と共に利用することか
ら始める必要があるだろう。
また、ICTを用いて活用できる場がないと回答した割
合が一定程度あり、図1の支援場面における活用可能性
を問うすべての項目の活用できないという回答数より
も多いことについて、利用者とのやり取りなど個別具
体的な場面ではICTの活用が想像できても、実際の業務
の流れの中で新たにICT機器を用いる状況を、現実とし
て想像し難いことが考えられる。職員が利用者一人ひ
とりと向き合い、関わることのできる職員体制が強く
望まれる。
次に、利用者自身がICT機器を活用できない理由につ
いては、利用者にとって難しいという理由よりも、有
料サイトの閲覧によるトラブルや犯罪に巻き込まれる
という理由が上回っていることは、実際にICTを入手で
きて、利用者も操作が可能で、その活用が期待される
としても、職員や家族の不安から、リスクを回避する
ために、ICTの利用が制限されることが考えられる。海
外では、企業等で使用しなくなったiPadを受け取り初期
化して必要な人に配布する取り組みもあり（志村2016）、
今後、ICT機器が入手しやすくなる時が来た時に機会を
逃すことが無いように、リスクを回避するだけではな
く、リスクへの対応方法を考えていくことが必要である。
また、有料サイト閲覧によるトラブルへの懸念が非
常に高いことについて、具体的な利用者を想定してい
るのかなどは不明であるものの、そのようなリスクを
理由にICT機器の利用を遠ざけることが、本人の自尊心
や主体性を促すことにつながるかは疑問である。また、
ICTの利用で期待されるコミュニケーション、関心・興
味の喚起、意思表出の可能性を狭めることとなり、ガ
イドラインにいう本人の意思決定を確認できるあらゆ
る工夫をしたと言えるだろうか。リスクがある時こそ
支援が必要な時であり、利用者、支援者が共にリスク
に向き合うことで双方が力をつけていくといえる。も
ちろん、ICT以外で意思を確認する工夫の充実が必要な
ことは言うまでもない。
おわりに
主に知的障害者にサービスを提供する就労継続支援B
型の施設職員へのICT機器の活用可能性及び現状と課題
を意思決定支援の視点で検討を行ったきた。ICT機器の
活用は利用者の意思疎通、意思形成に期待されるもの
の、活用されない理由として、ICT機器の使用が職員に
とって難しいことや、利用者がICT機器を利用すること
でリスクが生じると考えていることが明らかになった。
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これらの課題を解決するには、職員が、利用者が利用
することを想定してICT機器に慣れることが必要で、そ
のための研修も望まれる。ただし、ICTの活用は手段で
あって、目的ではないことを確認しておきたい。さらに、
これまで福祉の領域ではリスクは回避するものと考え
られきたが、リスクを成長や人生を豊かにするものと
して捉えなおし、どのようにリスクと向き合うかとい
うことについて丁寧に慎重に議論していくことが求め
られている。
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